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このようなこと が決まりましたこのようなこと が決まりました 令
和
６
年
第
１
回
議
会
定
例
会
は
、
３
月

５
日
か
ら
12
日
ま
で
の
８
日
間
の
日
程
で
開

か
れ
ま
し
た
。

条
例
等
の
制
定
・
改
正
、
一
部
事
務
組
合

の
規
約
の
変
更
、
町
道
路
線
の
廃
止
・
認
定
、

令
和
５
年
度
補
正
予
算
、
令
和
６
年
度
当
初

予
算
、
委
員
の
選
任
、
副
町
長
の
選
任
、
議

員
発
議
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令和６年度当初予算

総額158億５千万円

会　　　　　　計 予　　算　　額 前　年　度　比

一　 般　 会　 計 １５８億５千円 １１億４千万円 ↘

特  

別  

会  

計

国 民 健 康 保 険 １２億６，８８０万２千円 ６８５万５千円　↘

公有 林 整 備 事 業 １３６万１千円 ２９万８千円 ↘

介 護 保 険 １０億４，６１８万３千円 ３５７万９千円 ↗

後 期 高 齢 者 医 療 ９，４７６万１千円 １９５万８千円 ↘

下水道事業会計 ６億２，０９１万８千円 （令和６年度から公営企業会計に移行）

前年度より前年度より1111億億４４千万円　千万円　☟DOWN☟DOWN

※
詳
し
い
内
容
は
広
報
ふ
た
ば
５
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　事業費の確定などにより多くの科
目で減額補正となりました。

35億9,652万1千円 減額
（総額151億4,864万6千円）

主な補正予算

双葉町副町長の選任
（R ６. ４. １～R10. ３.31）

・森
もり

　隆
たかふみ

史　氏

人　事

質
疑
内
容

【
問
】
岩
本
久
人

　

雑
入
の
う
ち
、
自
立
・
帰
還
支
援
雇

用
創
出
企
業
立
地
補
助
金
、
過
年
度
事

業
分
と
あ
る
が
、
補
助
金
の
目
的
と
適

用
と
な
る
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
復
興
推
進
課
長

　

双
葉
町
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設

費
の
う
ち
商
業
施
設
部
分
の
も
の
。
事

業
費
確
定
に
よ
る
過
年
度
分
の
補
助
金

の
収
入
で
あ
る
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

係
る
審
議
に
つ
い
て
、
主
な
質
疑
内

容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　双葉郡８町村の地域自立支援協議会に

ついて、「基幹相談支援センターふたば」

に事務機能を委託することに伴い、双葉

地方広域市町村圏組合の共同処理する事

務から削除する規約の変更。（構成地方

公共団体の議会の議決）

一部事務組合の規約の変更

双葉町固定資産評価審査
委員会委員の選任

（R ６. ４. １～R ９. ３.31）

・髙
た か の

野　利
としひこ

彦　氏（新　山）
・横

よこやま

山　壽
ひさし

　　氏（長塚一）
・橋

はしもと

本　仁
じん

　　氏（長塚一）
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第１回
定　例　会
３月５日～12日

このようなこと が決まりましたこのようなこと が決まりました

双葉駅西側地区生活拠点等整備事業に伴い、町道を整理す
るため道路法第10条第１項の規定に基づき廃止するもの

町道路線の廃止

双葉駅西側地区生活拠点等整備事業に伴い、町道を整理す
るため道路法第８条第１項の規定に基づき認定するもの

町道路線の認定

条例等の制定・全部改正・一部改正

●令和６年度東日本大震災等による被災者に対する町税等の減免に関する条例の制定
�東日本大震災及び原子力災害の被害を受けている納税義務者の税負担等の軽減を図るため制定

●双葉町自転車等駐車場の設置及び管理に関する条例の制定
双葉町が保有する自転車等駐車場の快適な利用環境を確保するため、自転車等駐車場の利用や管理等に
ついて必要な事項を定めるため制定

●双葉町監査委員条例の全部改正
監査委員が行う監査に関し必要な事項を規定するため改正

●�双葉町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番
号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部改正及び令和６年度
町税等の減免に関する事務を追加するため改正

●双葉町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正
コンビニ交付サービスにおいて、マイナンバーカードに加え、スマートフォンに搭載された利用者用電
子証明書を使用して、印鑑証明書を取得できるよう改正

●職員の育児休業等に関する条例の一部改正
育児休業をしている会計年度任用職員へ勤勉手当を支給することに伴い改正

●双葉町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正
地方自治法の改正及び福島県人事委員会勧告により、会計年度任用職員へ勤勉手当を支給することに伴
い改正

●双葉町国民健康保険税条例の一部改正
国民健康保険法施行令の一部改正による、国民健康保険税の課税限度額の引き上げ並びに軽減措置の低
所得者に対する所得判定基準額の引き上げに伴い改正

●双葉町介護保険条例の一部改正
介護保険法に基づき令和６年度から令和８年度までの保険料率を定め、介護保険法施行令の一部改正に
伴う保険料率算定に係る第１号被保険者の区分を改めるため改正

●�双葉町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部
改正
指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準に係る省令等の改正に伴い
改正

●双葉町議会委員会条例の一部改正
地方自治法の一部改正に伴い、議会に係る手続きのオンライン化に対応した改正を行うとともに、委員
選任に関する規定の見直しを行うため改正

●双葉町議会会議規則の一部改正
地方自治法の一部改正に伴い、議会に係る手続きのオンライン化に対応した改正を行うとともに、現在
の社会情勢等に照らした所要の整備・改正

路線
番号

路線名
起　点

総延長
終　点

410 原田・益田線
大字長塚字原田30番４地先� から

215.7m
大字長塚字原田22番１地先� まで

路線
番号

路線名
起　点

総延長
終　点

410 原田線
大字長塚字原田23番地先� から

198.2m
大字長塚字原田117番１地先� まで
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３月定例会の採決状況３月定例会の採決状況

件　　　名

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

議
決
結
果

山
根 

辰
洋

小
川 

貴
永

作
本 

信
一

石
田 　

翼

菅
野 

博
紀

岩
本 

久
人

高
萩 

文
孝

伊
藤 

哲
雄

専決処分の承認について
専決第１号　令和５年度双葉町一般会計補正予算（第６号） 原 案 承 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度東日本大震災等による被災者に対する町税
等の減免に関する条例の制定について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町自転車等駐車場の設置及び管理に関する条例の
制定について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町監査委員条例の全部改正について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特
定個人情報の提供に関する条例の一部改正について

原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正に
ついて 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部改正について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町介護保険条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
双葉町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
運営に関する基準を定める条例等の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉地方広域市町村圏組合規約の変更について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

町道路線の廃止について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

町道路線の認定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度双葉町一般会計補正予算（第７号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度双葉町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和５年度双葉町公共下水道事業特別会計補正予算

（第４号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度双葉町介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和５年度双葉町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度双葉町一般会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度双葉町国民健康保険特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度双葉町公有林整備事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度双葉町介護保険特別会計予算 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度双葉町後期高齢者医療特別会計予算 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度双葉町下水道事業会計予算 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同 意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同 意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同 意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町副町長の選任について 同 意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町議会委員会条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町議会会議規則の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○：賛成　●：反対　欠：欠席　退：退席
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総務教育常任委員会報告

議員発議

【委　　員】石田翼委員長、小川貴永副委員長、菅野博紀委員、伊藤哲雄委員
【事  件  名】公共施設の状況に関する調査について
【調  査  日】令和６年１月30日、２月13日、２月29日
【調査の内容】公共施設の現状についてヒアリング調査等を実施
【調査対象公共施設】

旧役場庁舎、総合保健福祉施設（ヘルスケアーふたば）、青年婦人会館、ひとやすみ処ふれあい、
双葉南小学校、双葉北小学校、双葉中学校、学校給食センター、ふたば幼稚園、図書館、歴史民俗資料館

【報告の概要】調査を受けての委員会提案
① 残置物等の移管場所として早急に倉庫を建設すること
② 貴重な資料等の適切な保管を行うこと
③ 教育施設においてはお別れ会などの実施を検討すること

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書
　令和５年春闘結果での賃上げ率はほぼ30年ぶりの高水準での賃上げとなったものの、急激な物価上
昇に追いつかず、実質賃金はマイナスが続き、超少子高齢・人口減少という構造課題やデフレ経済な
ども相まって、不安定雇用と格差の拡大は最低賃金近傍で働く者の生活はより厳しい状況が続き、経済・
物価上昇に見合った継続的な賃上げが喫緊の課題になっています。
　賃金と最低賃金の安定的な引き上げには、中小・零細企業の労務費の円滑な転嫁も必要不可欠であり、
賃上げ原資の確保を含めた適切な価格転嫁による適正な価格設定をサプライチェーン全体で定着させ、
物価に負けない賃上げと労務費の適切な転嫁による取引適正化が急務となります。
　また、人手不足を補うための外国人労働者の増加とパート労働者、契約社員・派遣社員など雇用形
態の多様化は依然として存在し、低賃金・長時間労働など問題が山積するなか、重層的なセーフティネッ
トの強化と福島県の人口流出抑制策となる最低賃金の引き上げと早期発効は重要な政策でもあります。
よって、双葉町議会は福島県の一層の発展をはかるため、「賃金の経済政策」となる福島県の最低賃金
引き上げに関する次の事項について強く要望いたします。
　１�．福島県最低賃金は､ 可能な限り速やかに1,000円に到達させること。特に、国際情勢に起因する

急激な物価上昇や円安の影響により、働く者の生活はより厳しさを増しており、経済・物価上昇
に見合った賃上げが喫緊の課題である現状を踏まえるとともに、「新しい資本主義実現会議」にお
いて、2030年代半ばまでに最低賃金全国平均1,500円となることを目指すとした政府の積極的な姿
勢を踏まえ相応の引き上げを行うこと。

　２�．中小企業等が、原材料価格やエネルギーコストのみならず、最低賃金引上げ原資の確保を含め
た適切な価格転嫁による適正な価格設定をサプライチェーン全体での定着に向け「労務費の適切
な転嫁のための価格交渉に関する指針」の周知徹底と環境整備の充実、強化を図ること。

　３�．最低賃金引上げは賃金の多寡と人口移動の相関関係も示されており、労働力確保や人口流出抑
制等も多様な政策誘導として取り組むこと。

　４�．福島県最低賃金の改定諮問時期は、労働者間の均衡や景気への影響も考慮し、可能な限り早期
の発効に努めること。

　５�．最低賃金の改定額を踏まえ、公契約において賃金や労働条件に下方圧力がかかることのないよう、
賃金保証型（ILO第94号条約に準拠）での公契約条例の制定に向けて、中央府省庁および地方自治
体に対して指導を強化すること。

令和６年３月12日
提出先　内閣総理大臣　厚生労働大臣　福島労働局長　宛　　　　　　　　　　　　　　　　　
� 福 島 県 双 葉 町 議 会

請願の採択を受け、岩本議員より下記のとおり意見書（案）が
提出され、全会一致で可決し関係機関に意見書を送付しました。



令和６年６月発行（6）第 147 号

一般
質問

　一般質問とは、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に対し
事務の執行の状況及び将来に対する方針等について所信をただ
すものです。
　ここでは３月定例会に行われた一般質問の中で、特に注目した
い質問を取り上げます。

町政町政にに切切りり込込む !む !

【 菅野 博紀 議員 】

１．原子力損害賠償について
２．�東京電力ホールディングスの事故対応とALPS処理水の

海洋放出について
３．中間貯蔵施設について

注目

【 山根 辰洋 議員 】

１．町民の町内居住促進について

２．住宅確保の施策について

注目

【 岩本 久人 議員 】
１．特定帰還居住区域復興再生計画について
２．町コミュニティーセンターの利活用について
３．プレミアム商品券の発行について

注目

【 小川 貴永 議員 】

１．原子力損害賠償について
注目



第 147 号（7）令和６年６月発行

答 問
東
京
電
力
に
は
個
別
実
情
、
実
態
に
即
し
て

し
っ
か
り
と
寄
り
添
っ
た
対
応
を
貫
徹
し
て
ほ
し
い

東
京
電
力
の
賠
償
額
が
一
律
な
の
は
お
か
し
い
と
思
う
が

町
長
の
考
え
は

菅野 博紀 議員

動画でも視聴可能です。

＜菅野議員のその他の質問（概要）＞
●東京電力ホールディングスの事故対応とALPS処理水の海洋放出について
質　　問：処理水の海洋放出から１年もたたないうちに２件の事故が起きている。

海洋放出に対して町独自の法定外目的税を検討すべきと考えるが町長の
考えは。

町長答弁：現時点では海域モニタリングの結果等には異常はないと報告を受けてお
り、東京電力には、緊張感を保ち、最後まで責任を持って万全な対策を
講じるよう申し入れている。法定外目的税について検討していない。

再 質 問：後世に残せる双葉町を検討するのであれば、このような税金を検討すべ
きと思うがいかがか。

町長答弁：国との交渉が難しいことから、その他の方法を検討していく。
再々質問：中間貯蔵影響緩和交付金などは目的基金のため、自由に使えるものでは

ない。町の将来を考えて町税を増やす取組を考えてほしい。
町長答弁：財政の健全化に向けて様々な取組を検討したい。

●中間貯蔵施設について
質　　問：町が把握している中間貯蔵施設の現在の進捗状況について伺う。
町長答弁：除去土壌等の搬入については、令和３年度までに帰還困難区域を除く除

去土壌の搬入が概ね終了している。
再 質 問：入れたものは県外に出すという条件で中間貯蔵施設を受け入れたが、話

が変わっているのではないか。
町長答弁：県外最終処分という考えはぶれていない。

●
原
子
力
損
害
賠
償
に
つ
い
て

質
　
問

　

原
子
力
損
害
賠
償
に
つ
い

て
中
間
指
針
第
５
次
追
補
の

賠
償
手
続
き
が
続
い
て
い
る

が
、
賠
償
額
が
一
律
と
い
う

の
は
お
か
し
い
と
思
う
し
、

土
地
の
賠
償
に
つ
い
て
も
中

間
貯
蔵
施
設
用
地
と
東
京
電

力
が
示
し
た
金
額
に
は
相
当

な
違
い
が
あ
る
と
思
う
が
、

こ
の
金
額
の
違
い
を
町
は
把

握
し
て
い
た
の
か
伺
う
。

町
長
答
弁

　

東
京
電
力
が
示
し
て
い
る

財
物
賠
償
の
算
定
方
法
に
よ

る
と
、
固
定
資
産
税
評
価
額

又
は
状
況
類
似
地
区
区
分
ご

と
に
算
定
し
た
時
価
相
当
額

を
基
に
算
定
さ
れ
て
い
る
。

国
が
示
し
た
中
間
貯
蔵
施
設

用
地
の
補
償
の
算
定
は
不
動

産
鑑
定
評
価
額
を
基
準
と
し

て
お
り
、
算
出
価
格
と
原
発

事
故
以
前
の
土
地
価
格
に
差

が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

中
間
貯
蔵
施
設
地
権
者
支
援

事
業
給
付
金
の
給
付
を
行
っ

て
い
る
。
東
京
電
力
の
土
地

の
賠
償
額
と
中
間
貯
蔵
施
設

用
地
の
補
償
の
違
い
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
い
た
。

再
質
問

　

国
が
定
め
て
い
る
地
目
以

外
に
、
東
京
電
力
が
勝
手
に

設
け
て
い
る
地
目
も
あ
る
。

中
間
貯
蔵
施
設
の
補
償
額
と

も
違
う
。
そ
の
こ
と
を
原
子

力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
は

指
摘
も
し
て
い
な
い
し
、
賠

償
額
を
払
い
過
ぎ
だ
と
い
う

委
員
も
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
地
目
の
違
い
に
つ
い
て

把
握
し
て
い
た
の
か
。

町
長
答
弁

　

原
賠
審
の
払
い
過
ぎ
だ
っ

た
と
の
発
言
に
対
し
て
は
是

正
、
訂
正
を
求
め
た
経
緯
が

あ
る
。

　

補
償
と
賠
償
に
関
し
て
の

性
質
、考
え
方
は
違
う
の
で
、

国
と
東
電
の
対
応
が
違
う
と

い
う
こ
と
に
は
当
て
は
ま
ら

な
い
と
考
え
る
。

　

地
目
に
つ
い
て
、
違
い
が

あ
る
と
い
う
認
識
は
な
い
。

東
京
電
力
が
定
め
た
地
目
を

も
っ
て
評
価
額
を
算
定
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
賠
償

額
の
基
礎
と
な
る
時
価
相
当

額
は
固
定
資
産
税
台
帳
又
は

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
り
鑑
定

さ
れ
た
土
地
ご
と
の
評
価
に

よ
る
単
価
か
ら
算
定
し
て
い

る
と
説
明
を
受
け
て
い
る
。

再
々
質
問

　

文
科
省
か
ら
は
当
初
、
多

く
の
被
害
者
が
い
る
の
で
一

律
に
賠
償
し
て
落
ち
着
い
た

ら
き
ち
ん
と
し
た
賠
償
を
始

め
る
た
め
に
原
陪
審
が
で
き

た
と
説
明
が
あ
っ
た
。
払
い

過
ぎ
と
い
う
原
賠
審
の
委
員

の
発
言
か
ら
も
、
町
民
を
守

る
た
め
、
町
と
し
て
た
た
か

う
べ
き
と
考
え
る
が
町
長
の

考
え
は
。

町
長
答
弁

　

月
10
万
円
と
い
う
の
は
、

と
り
あ
え
ず
と
い
う
話
だ
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
。
賠
償

基
準
そ
の
も
の
が
納
得
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く

ま
で
も
最
低
基
準
な
の
で
原

賠
審
に
は
毎
年
視
察
に
き
て

い
た
だ
き
、
被
害
実
情
、
実

態
に
あ
っ
た
賠
償
を
毎
回
申

し
入
れ
て
い
る
。
東
京
電
力

に
は
個
別
実
情
、
実
態
に
即

し
た
寄
り
添
っ
た
対
応
を
貫

徹
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

る
。



令和６年６月発行（8）第 147 号

答 問
で
き
る
限
り
障
壁
な
く
町
へ
お
戻
り
い
た
だ
け
る
よ
う
、

住
宅
再
建
等
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く

帰
還
者
へ
の
各
種
支
援
が
移
住
者
に
比
べ
て

少
な
い
よ
う
に
思
う
が
い
か
が
か

山根 辰洋 議員

動画でも視聴可能です。

＜山根議員のその他の質問（概要）＞
●住宅確保の施策について
質　　問：町内の住宅事情については、居住可能な空き家や借家も少ない状況にあ

るが今後の方針や具体的に検討されていることがあるか伺う。
町長答弁：双葉駅西側地区に86戸の住宅整備を進め、本年６月から全戸で入居が可

能となる予定。駅西公営住宅の最大限活用に加え、民間投資が行われる
ような働きかけや定住促進住宅などの検討を今後進めたい。

再 質 問：公営住宅等は少し縛りきつく入居に制限もある。民間投資を促していく
ことが重要だが、検討していることがあるか。

町長答弁：民間投資を促すことはハードルが高い現状があるが、引き続き検討を進
めたい。

再々質問：民間投資を促すには町が発展していくというストーリーを見せていくこ
とが必要だと考える。どのようなビジョンを持ち発信していくか問う。

町長答弁：施政方針で述べたことをベースに、教育などに力を入れたまちづくりを
進めたい。

●�

町
民
の
町
内
居
住
促
進

に
つ
い
て

質
　
問

　

国
が
進
め
る
移
住
促
進

政
策
に
比
べ
、
震
災
前
よ

り
町
に
居
住
し
て
い
た
町

民
に
対
す
る
帰
還
促
進
施

策
は
少
な
い
よ
う
に
感
じ

る
。
13
年
以
上
の
長
期
避

難
に
よ
り
、
帰
還
の
ハ
ー

ド
ル
は
高
く
、
移
住
者
と

同
様
の
支
援
の
在
り
方
も

検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思

う
が
、
避
難
さ
れ
て
い
る

町
民
へ
の
定
期
的
な
情
報

提
供
や
帰
町
支
援
策
に
つ

い
て
、
検
討
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
の
か
伺
う
。

町
長
答
弁

　

町
で
は
、
汚
損
等
の
被

害
を
受
け
た
町
内
に
所
在

す
る
住
宅
の
清
掃
や
帰
還

に
伴
う
移
転
、
個
人
住
宅

の
再
建
に
要
す
る
経
費
に

対
し
一
部
を
補
助
す
る
等

の
支
援
を
展
開
し
て
き

た
。
一
方
、
建
築
資
材
費

の
高
騰
な
ど
の
要
因
も
あ

り
、
自
宅
を
再
建
し
帰
還

す
る
こ
と
へ
の
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑

み
、
新
築
取
得
及
び
中
古

取
得
し
た
家
屋
に
対
し
て

も
補
助
対
象
と
し
た
「
帰

還
促
進
住
宅
支
援
事
業
補

助
金
」
を
予
算
化
し
て
い

る
。
制
度
周
知
な
ど
に
努

め
、
で
き
る
限
り
障
壁
な

く
町
へ
お
戻
り
い
た
だ
け

る
よ
う
、
住
宅
再
建
の
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

再
質
問

　

帰
還
者
支
援
を
充
実
さ

せ
、
ま
ず
、
双
葉
町
に
滞

在
す
る
機
会
と
い
う
の
を

増
や
す
こ
と
が
大
事
で
は

な
い
か
。
宿
泊
や
旅
費
の

支
援
や
短
期
滞
在
施
設
等

の
整
備
な
ど
、
町
に
滞
在

し
や
す
く
す
る
取
組
み
を

行
う
こ
と
が
可
能
か
、
財

源
捻
出
の
観
点
も
含
め
て

伺
う
。
ま
た
、
住
民
活
動

に
お
け
る
補
助
金
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
町
が
帰
還

し
た
こ
と
に
よ
る
既
存
の

枠
組
み
を
変
更
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
。
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
答
弁

　

避
難
指
示
解
除
し
た
エ

リ
ア
は
も
と
も
と
町
民
の

７
割
程
度
の
居
住
実
態
が

あ
っ
た
エ
リ
ア
で
、
滞
在

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
帰
還

を
判
断
を
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
お
試
し
期
間
は
必

要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

一
方
で
、
活
用
で
き
る
住

宅
が
ほ
ぼ
な
く
、
造
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
民
間

業
者
が
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
幸
い
ホ
テ
ル
が
あ

る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
と

こ
ろ
を
利
用
し
て
も
ら

い
、
宿
泊
費
の
補
助
、
交

通
費
の
補
助
な
ど
、
町
と

し
て
提
案
し
た
い
と
い
う

考
え
は
持
っ
て
い
る
。

　

補
助
金
に
つ
い
て
、
自

治
会
に
関
し
て
は
、
同
じ

く
補
助
は
継
続
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。
町
内
の
活

動
を
対
象
に
し
た
も
の
に

つ
い
て
補
助
率
を
上
げ
る

と
い
う
の
は
、
避
難
先
の

町
民
、町
内
居
住
の
町
民
、

と
も
に
町
民
で
あ
り
、
慎

重
に
対
応
を
検
討
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

自
治
会
の
存
続
は
大
切

で
、
町
内
の
行
政
区
の
今

後
も
同
時
に
考
え
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
あ
る
。

再
々
質
問

　

自
治
会
補
助
金
に
つ
い

て
、
近
隣
町
の
事
例
で
、

自
治
会
と
い
う
フ
レ
ー
ム

で
は
な
く
、
交
流
促
進
を

し
て
い
る
団
体
に
対
し
て

補
助
を
す
る
と
い
う
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
。
多
世

代
や
子
育
て
と
い
っ
た
同

じ
生
活
形
態
を
し
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
援
し

て
い
く
と
い
う
形
も
あ

る
。そ
の
点
も
踏
ま
え
て
、

今
後
の
補
助
の
あ
り
方
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長
答
弁

　

支
援
の
方
法
や
財
源
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方

法
で
実
施
し
て
い
る
か
確

認
し
、
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

　

情
報
発
信
に
つ
い
て
、

ど
う
や
っ
て
町
の
方
向
性

を
理
解
し
て
い
た
だ
く

か
、
日
々
の
生
活
の
中
で

情
報
が
取
得
で
き
る
よ
う

な
方
法
も
考
え
て
い
き
た

い
。



第 147 号（9）令和６年６月発行

答 問
我
が
家
に
帰
っ
て
き
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
れ
る

施
設
を
目
指
し
、
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
検
討
を
重
ね
る

町
長
が
考
え
る
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の

利
活
用
の
構
想
に
つ
い
て
伺
う

岩本 久人 議員

動画でも視聴可能です。

＜岩本議員のその他の質問（概要）＞
●特定帰還居住区域復興再生計画について
質　　問：今後策定する特定帰還居住区域復興再生計画で追加される区域の面積

と対象世帯数、またどのような範囲、手順で整備するのか伺う。
町長答弁：対象となる７行政区における住民説明会でいただいた意見や帰還意向

をもとに精査しているところであり、計画が認定された段階で周知し
たいと考えている。

再  質  問：特定帰還居住区域は少しでも生活圏の除染範囲を広げていかなければ
ならないと考えるので、手順・手法について伺いたい。また今後、特
定帰還居住区域を除染し避難指示解除するにあたり放射線量等検証委
員会の検証はあるのか伺いたい。

町長答弁：国が言う生活圏と我々の考える生活圏に隔たりがあるように思う。　
いずれは帰還困難区域も全域解除と言っているので、そのスケジュー
ル感を示すように並行で要求していけなくてはならない。放射線量等
検証委員会の判断は今後も仰いでいく。

再々質問：住民説明会の中でもバリケードの撤去の要望はあったと思うがどのよ
うにお考えか。また帰還困難区域の被災者生活再建支援金はみなし解
体となるような働きかけをしてはいかがか。

町長答弁：被災者生活再建支援金に関しては、国に強く求めていく。
住民生活課長答弁：バリケード撤去に関しては、住民の方から簡素化してもらいたいとい

う要望はいただいた。住民説明会に国の職員も同席したため持ち帰っ
て検討してもらっている。

●プレミアム商品券の発行について
質　　問：プレミアム商品券の発行について検討してはいかがか。
町長答弁：町内における事業所の立地状況を踏まえながら、町商工会と連携し検

討していく。
再  質  問：プレミアム商品券の県の補助事業（福島県事業再開帰還促進事業交付金）

が令和７年度で終了の方向性である。できるだけ早急に実施していた
だきたいが町長のお考えは。

町　　長：終了時期について確認し、被災12市町村の中で不公平感が出ないよう
に取り組みたい。

●�

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
の
利
活
用
に
つ
い
て

質
　
問

　

双
葉
駅
に
隣
接
す
る
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
住
民
の
交
流
を
図

る
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

た
。
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

（
第
三
次
）
で
の
駅
東
側
に

ぎ
わ
い
再
生
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
若

者
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も

が
利
用
で
き
る
町
民
交
流
施

設
と
し
て
の
整
備
が
望
ま
れ

る
と
考
え
る
。
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
利
活

用
の
構
想
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

　

町
長
答
弁

　

改
修
の
基
本
的
な
方
針
と

し
て
は
、
駅
東
エ
リ
ア
の
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
一
つ
の

拠
点
と
し
て
整
備
を
検
討
し

て
い
る
。
町
内
に
お
住
ま
い

の
方
や
避
難
先
か
ら
町
内
に

来
ら
れ
た
町
民
の
方
、
観
光

や
仕
事
な
ど
で
訪
問
さ
れ
た

方
の
交
流
拠
点
と
し
て
、
交

流
人
口
・
関
係
人
口
の
創
出

に
向
け
た
機
能
に
つ
い
て
も

検
討
を
進
め
て
お
り
、
令
和

６
年
６
月
ま
で
に
改
修
基
本

計
画
に
策
定
し
、
令
和
９
年

度
ま
で
の
完
成
を
予
定
し
て

い
る
。

再
質
問

　

帰
町
し
て
い
る
町
民
、
避

難
先
の
町
民
、
町
外
か
ら
の

来
訪
者
の
方
、
町
内
に
新
た

に
住
ん
で
い
る
方
な
ど
、
幅

広
い
年
齢
層
の
意
見
を
、
ア

ン
ケ
ー
ト
や
会
合
な
ど
で

伺
っ
て
は
い
か
が
か
。

町
長
答
弁

　

中
野
地
区
若
手
座
談
会
や

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
推
進

会
議
幹
事
会
で
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
を
実
施
し
、
特

に
町
内
に
居
住
し
活
動
さ
れ

て
い
る
方
か
ら
の
意
見
を
計

画
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
改
修
基
本

計
画
策
定
ま
で
の
間
、
多
く

の
方
々
か
ら
の
意
見
を
反
映

し
た
計
画
と
な
る
よ
う
進
め

て
い
く
。

再
々
質
問

　

町
長
が
描
く
交
流
施
設
の

在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
答
弁

　

多
く
の
方
々
が
交
流
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
我

が
家
に
帰
っ
て
き
た
よ
う
な

気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
な
施

設
に
で
き
る
よ
う
検
討
を
重

ね
て
い
き
た
い
。
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原
子
力
損
害
賠
償
に
つ
い
て

質
　
問

　

山
木
屋
避
難
集
団
訴
訟

に
係
る
仙
台
高
等
裁
判
所
の

判
決
で
、
ふ
る
さ
と
喪
失
慰

謝
料
が
中
間
指
針
第
五
次
追

補
で
示
さ
れ
た
賠
償
額
を
上

回
っ
た
が
、
当
町
に
お
い
て

も
地
域
生
活
利
益
が
侵
害
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
増
額

内
容
を
検
討
し
国
に
要
望
す

べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
う
。

　

町
長
答
弁

　

当
町
で
は
、
集
団
訴
訟
で

中
間
指
針
を
上
回
る
判
決
が

確
定
し
た
こ
と
を
受
け
東
京

電
力
に
対
し
、
全
て
の
町
民

に
水
平
展
開
す
る
よ
う
に
申

し
入
れ
、
国
へ
の
要
望
の
結

果
「
中
間
指
針
第
五
次
追
補
」

が
示
さ
れ
追
加
賠
償
が
進
ん

で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

中
間
指
針
第
５
次
追
補
を
上

回
る
賠
償
に
つ
い
て
は
、
町

民
の
状
況
に
応
じ
た
賠
償
が

個
々
の
裁
判
で
認
め
ら
れ
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る

が
、
昨
年
７
月
24
日
、
原
子

力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
と

の
意
見
交
換
に
お
い
て
、
双

葉
町
民
が
最
低
で
も
11
年
５

カ
月
と
い
う
長
期
間
の
避
難

生
活
を
強
い
ら
れ
、
避
難
指

示
解
除
後
も
、
戻
り
た
く
て

も
戻
れ
な
い
大
変
苦
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
を
強
く
訴
え

る
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の

被
害
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、

個
別
事
情
を
把
握
し
た
上
で
、

適
時
適
切
な
指
針
の
見
直
し

を
審
議
す
る
こ
と
を
原
賠
審

の
内
田
会
長
に
強
く
申
し
入

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
「
中
間
指
針
第
五
次

追
補
」
で
は
、
避
難
費
用
及

び
日
常
生
活
阻
害
慰
謝
料
の

賠
償
対
象
と
な
る
期
間
を
平

成
30
年
３
月
ま
で
と
し
て
い

る
が
、
双
葉
町
に
お
い
て
は
、

少
な
く
と
も
特
定
復
興
再
生

拠
点
区
域
が
解
除
さ
れ
た
令

和
４
年
８
月
30
日
ま
で
と
す

る
よ
う
、
賠
償
期
間
の
見
直

し
を
行
う
よ
う
要
望
し
て
い

る
。

　

今
回
の
判
決
内
容
を
精
査

し
、
水
平
展
開
で
き
る
も
の

は
取
り
入
れ
る
よ
う
、
国
や

東
電
に
対
し
国
や
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
強
く
求
め

て
い
く
。

再
質
問

　

原
賠
審
の
第
五
次
追
補
に

関
連
す
る
損
害
額
の
評
価
で

あ
る
が
、「
故
郷
は
く
奪
損
害

の
継
続
に
つ
い
て
子
ど
も
の

大
幅
な
減
少
と
高
齢
者
の
上

昇
は
、
現
在
に
至
っ
て
も
山

木
屋
は
回
復
し
て
お
ら
ず
、

損
害
が
よ
り
深
刻
化
し
て
い

る
実
態
を
認
定
し
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
が
、
判
決
で
出

て
い
る
。
双
葉
町
と
共
通
す

る
部
分
が
あ
る
と
思
う
が
町

長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長
答
弁

　

山
木
屋
の
判
決
内
容
に
つ

い
て
確
認
し
て
、
町
と
し
て

対
応
で
き
る
も
の
は
対
応
す

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

答 問
判
決
内
容
を
確
認
し
て
、
町
と
し
て
対
応
で
き
る
も
の

に
つ
い
て
は
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
む

山
木
屋
の
判
決
に
つ
い
て
、
双
葉
町
も
地
域
生
活
利
益
が

侵
害
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
い
か
が
か

小川 貴永 議員

動画でも視聴可能です。

　定例会・臨
時 会 本 会 議
の様子をイン
ターネットの
ライブ中継で
ご覧いただけ
ます。
　また、録画
配信も行って
います。

議 会 のライブ中 継をご覧ください議 会 のライブ中 継をご覧ください

➡ これまでの本
会 議 の 様 子 は こ
ち ら か ら ご 覧 い
ただけます。

（YouTube双葉町
公式チャンネル）

議会の定例会は年４回（３月、６月、９月、12月）開催されます。
傍聴もできますのでお気軽にお越しください。

定例会の日程については、ホームページでお知らせいたします。

【お問い合わせ先】　議会事務局　☎0240-33-0309
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長浜市議会長浜市議会  行政視察行政視察 愛知県議会 行政視察愛知県議会 行政視察
２月21日、滋賀県長浜市議会（会派：恵風会）
による行政視察が行われました。

【説明事項】
・�東日本大震災・原発事故と双葉町の復興状況に

ついて

５月17日５月17日

４月５日４月５日

全員協議会全員協議会

３月12日３月12日
●中間貯蔵施設事業の状況等について【環境省】

●�福島第一原子力発電所内電源Ａ系停止と負傷者
発生について【東京電力ホールディングス】

●特定帰還居住区域復興再生計画について
　【住民生活課】
●双葉町学校設置基本構想について【教育総務課】
●令和５年度双葉町生徒海外派遣事業について
　【教育総務課】

５月13日、愛知県議会（会派：あいち民主県議団）
による行政視察が行われました。

【説明事項】
・復興まちづくり計画の概要と進捗状況について
・�東日本大震災（原発事故）からの除染・復旧が

進み、住民がどのように戻ってきているか、現
状と課題

産業厚生常任委員会レポート産業厚生常任委員会レポート

【出席委員】�岩本久人委員長、山根辰洋副委員長、
作本信一委員、高萩文孝委員

【調  査  日】４月５日、４月30日
【調査事項】�双葉町内の住民福祉と地域コミュニ

ティの現状と今後について
【調査方法】�住民生活課・健康福祉課からの聞き

取り調査
【調査内容】（要旨）
・復興まちづくり計画（第３次）の取組み状況
・ニーズ調査の方法と住民参加型の取組の有無　等

　今後調査報告をまとめ、第２回議会定例会にて
報告する予定です。

　東京電力ホールディングス㈱福島第一原子力発電所において、多核種除去設備等処理水（ALPS処理水）
の海洋放出について視察を行い、海洋放出の現況等について説明を受けました。

福島第一原子力発電所視察 ３月４日福島第一原子力発電所視察 ３月４日
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令
和
６
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
最
初

の
「
議
会
だ
よ
り
ふ
た
ば
」
と
な
り
ま
す
。

３
月
定
例
会
で
は
、
今
年
度
の
予
算
、
重

点
事
業
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
に
来
訪
者

や
帰
還
住
民
の
交
流
拠
点
整
備
に
向
け
た

基
本
計
画
、
そ
し
て
帰
還
に
向
け
た
支
援

事
業
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
に
は
特
定
帰
還
居
住
区
域

復
興
再
生
計
画
の
対
象
範
囲
の
追
加
が
議

会
に
示
さ
れ
、
残
り
の
７
行
政
区
の
避
難

指
示
解
除
に
向
け
た
計
画
が
４
月
23
日
に

国
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
議
会
と
し
て
町
の
復
興
に
向
け

て
、
様
々
な
課
題
解
決
に
向
け
て
町
と
一

緒
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
最

後
に
「
議
会
だ
よ
り
ふ
た
ば
」
に
つ
い
て

の
皆
様
の
ご
意
見
・
感
想
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。�

（
作
本
）

【
編
集
委
員
会
】

　
　
　

委 

員 

長　

作
本　

信
一

　
　
　

副
委
員
長　

石
田　
　

翼

　
　

委　
　

員　

山
根　

辰
洋

　
　

委　
　

員　

小
川　

貴
永

編
集
後
記

双葉町議会事務局
電話:0240-33-0309
FAX:0240-33-0310
メールアドレス:
gikai@town.futaba.fukushima.jp

議会だよりへの議会だよりへの
ご意見･ご感想ご意見･ご感想をを
お寄せください。お寄せください。

議
会
の
う
ご
き

３ 
月

１
日　

�
県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・
高
校
卒

業
証
書
授
与
式

４
日　

�

東
京
電
力
Ｈ
Ｄ
㈱
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
視
察

５
日　

本
田
顕
子
復
興
大
臣
政
務
官
町
内
視
察

５
日
～
12
日

　
　
　

令
和
６
年
第
１
回
双
葉
町
議
会
定
例
会

　
　
　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

７
日　

双
葉
郵
便
局
移
転
開
局
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　

日
本
郵
便
㈱
と
の
包
括
的
連
携
協
定
締
結
式

11
日　

東
日
本
大
震
災
追
悼
献
花

13
日　

町
立
双
葉
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

15
日
～
20
日

　
　
　

国
際
交
流
事
業
（
英
国
訪
問
）

22
日　

町
立
双
葉
南
・
北
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

　
　
　

ふ
た
ば
幼
稚
園
修
了
証
書
授
与
式

28
日　

双
葉
町
相
馬
流
れ
山
踊
り
保
存
会
総
会

　
　
　

双
葉
町
婦
人
会
（
現
：
女
性
の
会
）
総
会

４ 

月

５
日　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

８
日　

町
立
小
・
中
学
校
合
同
入
学
式

　
　
　

県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・
高
校
入
学
式

９
日　

�

イ
オ
ン
東
北
㈱
と
の
商
業
環
境
整
備
に
関

す
る
覚
書
締
結
式

12
日　

双
葉
地
方
町
村
議
会
議
長
会
議

22
日　

相
馬
妙
見
宮
初
発
神
社
春
の
例
大
祭

23
日　

�

福
島
国
営
追
悼
・
祈
念
施
設
（
仮
称
）

管
理
施
設
建
築
工
事
安
全
祈
願
祭

30
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

５ 

月

３
日　

加
須
市
民
平
和
祭

　
　
　

騎
西
藤
ま
つ
り

８
日　

�

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副
会
長

及
び
理
事
・
監
事
合
同
会
議

９
日　

双
葉
町
芸
術
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
総
会

11
日　

�

標
葉
郷
騎
馬
会
供
奉
証
肩
証
交
付
並

び
に
出
陣
式

13
日　

�

愛
知
県
議
会
（
あ
い
ち
民
主
県
議
団
）

行
政
視
察

14
日　

�

帰
還
困
難
区
域
を
抱
え
る
町
村
の
協

議
会
要
望
活
動

　
　
　

�
第
14
回
全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
議
会

サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会

15
日　

�

自
由
民
主
党
東
日
本
大
震
災
復
興
加

速
化
本
部
町
内
視
察

17
日　

議
会
全
員
協
議
会

18
日　

町
立
幼
稚
園
・
小
学
校
合
同
運
動
会

21
日　

全
国
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

22
日　

双
葉
町
商
工
会
総
会

　
　
　

�

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
協

議
会
総
会

25
日　

標
葉
郷
野
馬
追
祭
出
陣
式

26
日　

双
葉
町
騎
馬
会
町
内
凱
旋
行
列

28
日　

�

自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

31
日　

�

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　

�

福
島
県
原
子
力
発
電
所
所
在
町
協
議
会
総
会

　これまでの議会活動の取組みが評価され、全国町
村議会議長会から「町村議会表彰」を受彰しました。
２月26日開催の福島県町村議会議長会総会におい
て、伊藤哲雄議長が表彰の伝達を受けました。

町村議会表彰を受彰町村議会表彰を受彰


